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要約 : 本試験では� 食糞行動の阻止時間の違いがラットの成長に与える影響を知るため� 食糞行動阻止ケ�
ジを使用して� ,.時間阻止� 夜間 +,時間阻止� 昼間 +,時間阻止および行動を全く制限しない自由行動 �対
照区� の .条件下でのラットの成長について検討した� 供試ラットは� SD系 .週齢の雄性を ,+匹用いた�
ラットは対照区�昼間阻止区�夜間阻止区の各�に 0匹� ,.時間阻止区に -匹配分した� 食糞阻止ケ�ジに
収容していないラットは� 試験中市販のラット飼育ケ�ジに単飼し� 室温 ,-土 +�で� 照明 +日 +,時間の
�3 : **�,+ : **を明期� ,+ : **�3 : **を暗期� 明暗周期とした調温室内で ,2日間飼育した� 供試飼料は市
販のラット維持繁殖用固形飼料を給与し� 飼料の摂取� 飲水は自由とした� 本試験において対照区ラットの
増体量に比べ食糞行動を阻止した -区の成長は低くなった� 食糞行動を阻止した -区の間では� ,.時間阻止
区が昼間阻止区� 夜間阻止区に対して増体量が少なかった� 飼料摂取量については� 対照区に比べ� 食糞行
動を阻止した -区がいずれも有意に低い値を示したが� 食糞行動を阻止した -区間には差は少なかった� ま
た� 飼料効率については� 対照区に比べ� 食糞行動を阻止した -区がいずれも有意に低く� 食糞行動を阻止
した -区の間では� ,.時間阻止区が昼間阻止区と夜間阻止区に対して有意に低い値を示した� 総糞量は� 対
照区に比べ� 食糞行動を阻止した -区が有意に低い値を示したが� これは飼料摂取量に対応して増減するも
のと考えられた� 含水糞量並びに� 含水糞量の総糞量に対する割合で明らかなように� 食糞の阻止によって�
採食できなかった含水糞が多いラットほど成長の低下が認められ� 食糞行動の�繁な夜間を阻止する方が昼
間阻止するよりも含水糞の摂取量が少なくこれが成長に若干強く影響したものと考えられた� これらのこと
からも� 含水糞の摂取は栄養補給の面で重要であり� 従来の全糞採取法による比較と異なり含水糞として分
類した糞に含まれる微量栄養素量を検討する必要性が認められた�
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緒 言

栄養試験に汎用されるラットが食糞行動を行うことは古
くから知られており,, +,�� その行動原因について栄養学的
試験が数多く行われている-�2�� それらの研究において� 食
糞行動を阻止し� 糞を回収する手法として� テイルカップ
法が主として用いられている� 著者らは� 先の報告におい
て� 食糞行動阻止時にラットが排泄する糞は ,種類あり�
食糞行動で摂取される糞は通常見られる糞とは臭気�粘性
が異なり� 一般化学成分として水分と粗タンパク質が多い
ことを明らかにした+1�� このような糞の分類は� テイル
カップ法よりも食糞阻止ケ�ジを用いた方が好ましく� 成
長に対する影響も同等であることを報告した+3�� 通常の食
糞行動の回数を調べた結果� 0*�1*�は夜間 �暗期� に行
われている+-, +.�� 本試験では� 食糞行動を阻止する時間の
違いがラットに与える影響を知るため� 食糞阻止ケ�ジを
使用して� � ,.時間制限した場合� �食糞行動�度調査

から +日の行動回数の内約 0*�1*�が行われることが明ら
かな夜間 +,時間の行動を制限した場合� �その逆の昼間
+,時間の行動を制限した場合� および�全く行動を制限
しない場合の .条件がラットの成長に及ぼす影響について
検討した�

材料および方法

+� 供試ラット
供試ラットは� SD系の .週齢の雄 �日本クレア社�� ,+

匹を用いた� 試験開始時の平均体重は約 32 gであった�

,� 試験区分
試験区は� 食糞行動を阻止する時間の違いとして .区を
設けた� 対照区としては ,.時間自由行動とした区を設け�
食糞行動を阻止した区は昼間 +,時間の阻止区 �以下昼間
阻止区�� 夜間 +,時間の阻止区 �以下夜間阻止区�� 並びに
,.時間の阻止区の -区を設けた� 供試ラットは対照区に 0
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匹� 昼間阻止区�夜間阻止区に各 0匹� ,.時間阻止区に -

匹を配分した�

-� 測定項目および方法
対照区は�市販のラット飼育ケ�ジ �,+�,0�-2 cm�に
単飼した�試験区の昼間阻止区�夜間阻止区及び ,.時間阻
止区は塩化ビニ�ル管と金網を組み合わせた食糞阻止ケ�
ジ �図 +�+1, +3�を用い� 昼間阻止区では 3 : **�,+ : **の +,

時間� 夜間阻止区では ,+ : **�翌 3 : **の +,時間� ,.時
間阻止区では ,.時間ラットを収容した�尚�阻止時間帯以
外では昼間� 夜間の両阻止区のラットは対照区のラットと
同様に飼育ケ�ジで自由行動とした� 試験は� 室温 ,-�
+	に設定し� 照明時間は 3 : **�,+ : **を明期� ,+ : **�
3 : **を暗期とした調温室内で ,2日間飼育し� 各区共毎朝
3時に�体重測定�採食量�排泄糞量を測定した�試験期間
中の供試飼料 �表 +� は市販のラット維持繁殖用固形飼料
CE�� �日本クレア社�を給与し�期間中飼料�飲水共に自
由摂取とした�

.� 統計処理
統計処理として� 一元配置の分散分析後� ScottoKnott

のクラスタ�分析法++�による平均分離を行った�

結 果

+� 試験期間中の成長

� 増体量
各区の平均体重の推移は図 ,に示し� 平均増体量は表 ,

に示した� ラットは試験開始 1日後から� ,.時間阻止区が
他の -区� すなわち対照区� 昼間阻止区� 夜間阻止区に比
べて増体量が少なく� 特に 2日目から +.日目の増体量が
著しく少なかった� 昼間阻止区と夜間阻止区は共に対照区
に比べ増体量の低下が認められたが� 両区間には有意な差
は認められなかった�
試験期間を通じての増体量は対照区で ,00.2 gと最も多

く� 次いで昼間阻止区の +30.2 g� 夜間阻止区の +2+.0 g� ,.

時間阻止区の +,..- gであった� ,.時間阻止区は対照区�
昼間阻止区� 夜間阻止区に対し有意 �P
*.*+� に少なかっ
た� また対照区に対して昼間阻止区� 並びに夜間阻止区は
有意 �P
*.*+� に低かった� なお� 昼間阻止区と夜間阻止
区の間に差は認められなかった�
� 飼料摂取量
試験期間中の総飼料摂取量は表 ,に示した� 対照区が

1/1.3 gと最も多く�次いで昼間阻止区の 00..+ g�夜間阻止
区の 0.2.+ g� ,.時間阻止の 0+0.- gであった� 対照区に対
して食糞行動を阻止した -区は有意 �P
*.*+� に低い成績
を示したが� 食糞行動を阻止した -区間では有意な差は認
められなかった�
� 飼料効率
各区の増体量と飼料摂取量より算出した飼料効率は表 ,

に示した� 対照区が -/.-�と最も高い成績を示し� 次いで
昼間阻止区の ,3.0�� 夜間阻止区の ,1.3�� ,.時間阻止区
の ,*.+�の成績であった� ,.時間阻止区は対照区並びに
昼間阻止区� 夜間阻止区に対し� 有意 �P
*.*+� に低く�
昼間阻止区� 夜間阻止区の両阻止区は対照区よりも有意
�P
*.*+� に低かった� しかし� 昼間阻止区と夜間阻止区
の間には有意な差は認められなかった�

,� 試験期間中の排泄糞量
表 -に試験期間中の糞の総量ならびに分類した普通糞

量� 含水糞量を示した�
� 総糞量
総糞量は�対照区が ,.2.3 gと最も多く�次いで夜間阻止
区の ,*-., g� 昼間阻止区の +32./ g� ,.時間阻止区の +3*..

図 + 食糞阻止ケ�ジの模式図

表 + 供試飼料の組成 �現物中��
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gであった� 対照区に対して食糞行動を阻止した -試験区
が有意 �P�*.*+� に低かったが� 食糞行動を阻止した -区
間には有意な差は認められなかった�
� 普通糞量
普通糞量は�対照区が ,-/.- gと最も多く�次いで昼間阻
止区の +1-.* g� 夜間阻止区の +/2.3 g� ,.時間阻止区の
+.*.+ gであった�対照区に対して食糞行動を阻止した -区
はいずれも有意 �P�*.*+� に低い成績を示した� 食糞行動
を阻止した区間では� 昼間阻止区および夜間阻止区と ,.

時間阻止区の間で有意 �P�*.*/�な差が認められ� ,.時間
阻止区が少なかった�
� 含水糞量

含水糞量は� ,.時間阻止区が /*.- gと最も多く� 次いで
夜間阻止区の ...- g� 昼間阻止区の ,/./ g� 対照区の +-.0 g

であった�対照区�昼間阻止区に対して ,.時間阻止区が有
意 �P�*.*+�に多く�昼間阻止区は ,.時間阻止区�夜間阻
止区に対して有意 �P�*.*+� に少なかった�

-� 飼料摂取量に対する総糞量の割合
飼料摂取量に対する総糞量の割合を表 -に示した� 対照
区が -,.3�と最も高く� 次いで夜間阻止区の -+.-�� ,.時
間阻止区の -+.*�� 昼間阻止区の ,3.,�であったが各区間
に有意な差は認められなかった�

図 , 試験期間中の成長曲線

表 , 試験期間中の飼育成績

表 - 試験期間中の排泄糞量
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.� 普通糞と含水糞の割合
糞の総量から普通糞と含水糞の割合を求め� 図 -に示し
た� 普通糞は� 対照区が 3../�と最も高い成績を示し� 次
いで昼間阻止区の 21.,�� 夜間阻止区の 12.*�� ,.時間阻
止区の 1-./�であった� 対照区に対して食糞行動を阻止し
た -試験区は有意 �P�*.*+� に低く� -試験区間では� 昼
間阻止区に対して夜間阻止区並びに ,.時間阻止区が有意
�P�*.*+� に低かった�
含水糞は� ,.時間阻止区が ,0./�と最も高い成績を示

し� 次いで夜間阻止区の ,,.*�� 昼間阻止区の +,.*�� 対
照区の /./�となり� 各区間の関係は普通糞の逆となった�

考 察

本試験において自由行動の対照区に比べ食糞行動を阻止
した区では増体量が低くなる結果となった� 食糞行動の阻
止が� ラットの成長を抑制するとした BARNES ら-��
STILLINGSと HACKLER

+2�並びに FAJARDOと HORNICKE
+*�の

報告と同様であった� また� 食糞行動を阻止する時間の違
いとして� ,.時間阻止区が昼間および夜間の +,時間阻止
区に対して成長抑制の影響が大きく示された�
飼料摂取量については� STILLINGSと HACKLER

+2�が食糞
行動の阻止は増体量を抑制するが飼料摂取量には影響しな
いと報告している点とは逆の結果となり� FAJARDO と
HORNICKE

+*�が食糞阻止によって飼料摂取量は低下すると
報告している事と一致した� 本試験の飼料摂取量は� 対照
区と阻止区の間で有意な差が認められたが� 阻止区間での
差は少なく� 先の食糞阻止器具の比較でも器具の違いに関
係なく食糞行動の阻止が食欲低下を誘起することが示され
ている+1�� 飼料効率の結果は� 対照区に比べ� 食糞行動を
阻止した区がいずれも有意に低い値を示した� 食糞行動を
阻止した区間では� ,.時間阻止区が昼間阻止区� 夜間阻止
区に対して有意に低い値を示した� 本試験において� 昼間
阻止区と夜間阻止区の間で有意な差は認められなかった
が� 夜間阻止区が低い値を示した� これらのことから� 食
糞行動を阻止する時間の長さは増体量を抑制し� 阻止の時

間帯に関してはラットのサ�カディアンリズム+/�との間
に何らかの関係があり� 本試験においては増体量が低くな
るように反映されたことが推察される�
糞の総量において� 対照区に比べ� 食糞行動を阻止した
区が有意に低い値を示した� 飼料摂取量の違いを補正する
ために� 飼料摂取量に対する総糞量の割合で比較を行った
が� 対照区と阻止区の間に差は認められず� 総糞量は飼料
摂取量に対応して増減する傾向を示した� 普通糞量および
普通糞量の総糞量に対する割合は対照区に比べ阻止区が有
意に低い値を示し� 阻止区間では昼間阻止区に対して ,.

時間阻止区が有意に低い値を示した� 含水糞量および含水
糞量の総糞量に対する割合は阻止区に比べ対照区が有意に
低い値を示し� 阻止区間では ,.時間阻止区と夜間阻止区
に対して昼間阻止区が有意に低い値を示した� 普通糞量�
含水糞量並びに� 普通糞量� 含水糞量の総糞量に対する割
合で明らかなように� 食糞の阻止によって� 採食できなく
なった含水糞が� 多いラットほど成長の低下が認められ
た� また� 食糞行動を阻止する時間帯として� 食糞行動の
�繁な夜間を阻止する方が含水糞の摂取量が少なく� これ
が成長に対し抑制的に影響したと考えられる�
以上の点から� 含水糞の栄養的価値は高いと考えられ�
従来全糞採取法でしか検討されてこなかったミネラル� ビ
タミン等の微量栄養素-�3, +0, +2, ,*, ,+�について� 含水糞に含ま
れる量を改めて分析�定量し� 検討する必要性が認められ
た�
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Summary : In order to study the e#ect of coprophagy prevention period on the growth of rats, growth

test was carried out under the following four conditions : no-prevention of coprophagy as a control, ,.

hrs prevention of coprophagy, +, hrs prevention of coprophagy at daytime and nighttime with

prevention cage. Twenty-one Sprague-Dawley strain male rats, which were . weeks old, were used.

The average of their initial body weight was about 32 g. They were divided into groups, 0 rats in each

+, hrs prevention group and control group respectively and - rats in ,. hrs prevention group. They

were fed for ,2 days, in the air conditioning room, temperature ,-�+�, and illumination was

controlled with light and dark cycle for +, hrs. They could feed commercial feed and water ad libitum

during the test period. In the results of body weight gain, - prevention groups showed significantly

lower values than those from the control group. Among the - prevention groups, ,. hrs prevention

group showed a significantly lower value than those from the other , prevention groups. Feed intakes

of - prevention groups were also significantly lower than from the control group, but there was no

significant di#erence among - prevention groups. The results of feed conversion showed a similar

tendency to the results of gain. Total fecal amounts showed a similar tendency to the results of feed

intake and it seemed that the total feces relates to the feed intake. Hydrous feces amount and its ratio

to the total fecal amount showed that the large amount of hydrous feces collected by coprophagy

prevention decreased the gain of rats. Therefore it seemed that the nighttime prevention, in which

coprophagy was active, a#ects the growth.

From the above-mentioned results, the ingestion of hydrous feces was important to supply

nutrition. The small amount nutrition in the hydrous feces was examined by the total feces collection

method in old days, and more study needs to be done on this aspect in future work.

Key Words : coprophagy,rats, hydrous feces

*

**

Department of Bioproduction Technology, Junior College of Agriculture, Tokyo University of Agriculture

Department of Zootechnical Science, Faculty of Agriculture, Tokyo University of Agriculture

食糞行動の阻止時間の相違がラットの成長におよぼす影響 129


